
令和5年度文化庁文化芸術振興費補助金
（地域文化財総合活用推進事業）

　matitek（マチテク）は、古い地図と現在の地図を見比べ「まち」を「テクテク」歩くことで、昔の地形や
土地の使われ方、土地の成り立ちから今いる場所の「昔と今」を知り、そして「ちょっと防災」を意識する
ことができる「まちを知る」アプリです。

①画面上段に、明治時代の古地図を標準地図として、画面の下段には、それ以外の古地図（大正・昭和・平成
の旧版地図）や、現代のGoogle map、標高図、南海トラフ地震発生時の震度や液状化の被害想定の
地図を切り替えることで、昔の地図と今を見比べ土地の成り立ち、災害危険度がわかります。
②「昔の風景（尾張名所図会）や昔の写真」、「伊勢湾台風の記録写真」など、地図上のポイントをクリック
することで写真や絵も見られることで、当時の様子をうかがい知り、現在との違いをビジュアル的に知る
ことが出来ます。
③画面左下に、「髭のおじさまコンシュルジュ」が登場しハザード情報（災害予測）を教えてくれることで、
その場所の危険度（震度・液状化・浸水）の「ちょっと防災」を知ることが出来ます。

　画面を眺めて、「昔の風景（尾張名所図会）」や「昔の写真」など地図上のポイントを見ているだけでも楽しい
ですが、撮影地点「現地」に行くことで位置情報システム（GPS）によりその場所を訪れたことを証明する
マーキング機能「コインをゲット！」で、スタンプラリーのようにイベントとして楽しむことも可能です。
　目的もなくブラブラする「まち歩き」も楽しいですが、地域の名所めぐりのイベントなど目的を持った
「まち歩き」が楽しめます。 また、明治時代の地図に、南海トラフ地震の被害想定を組み合わせることで、
その地点がなぜ危険なのか？を子どもから大人まで、スマホで気軽に知ることも可能です。
　matitekは、「歩いて見つけるまちのヒミツ」をコンセプトとした、「まちを知る」地図ツールの入り口です
が、「歩く道」も「使い道」もあなた次第です。

matitekってどんなアプリ？

matitekでわかること

matitekの使い道

～今昔マップをスマホで手のひらに～

～今いるここは、どんな場所～

～マチをテクテク、使い道はあなた次第～

アプリのアイコン

matitekを使って、
楽しく歩いて学ぼう！

名古屋大学減災連携研究センター  名古屋都市センター  名古屋市  あいち・なごや強靭化共創センター
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2024.3.1   ～17日金

スマートフォンのアプリを使って、
町並み保存地区を巡るコースです。
4コース、全32ポイント中6個のスタンプを
集めた方には粗品をプレゼント!

●参加にはGPS機能搭載のスマートフォン等が必要です。また、GPS設定をONにしてご参加ください。
●スタンプラリー参加中は位置情報取得のためGPS機能を使用します。通常よりバッテリー消費量が多くなることがありますのでご注意ください。
●GPSの動作性能上、誤差が出る場合があります。悪天候の場合や、屋内や高い物が周りにある場所では、位置の誤差が大きくなる場合があります。
●スタンプラリーへの参加は無料ですが、データ通信料等はご利用者様負担となります。
●歩きながらのスマートフォン等の操作は大変危険です。安全な場所に立ち止まってご使用ください。
●観光用の公開施設以外は無断で私有地などに立ち入らないでください。

参加上の注意点

お問い合わせ先 名古屋都市センター調査課（景観担当）　電話（052）678‒2220（平日 8：45～17：30）

粗品交換日

2024年3月16日（土）、
3月17日（日）の 
10：30～15：00

歴まちくんとおとも
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町並み保存地区の位置図

旧豊田佐助邸

岡家住宅

願王寺

● 中小田井地区（西区）　約2.8ヘクタール
なかおたい

● 四間道地区（西区）　約2.8ヘクタール
しけみち

中小田井地区は岩倉やその周辺から
枇杷島の青果市場へ野菜類を運ぶ道
として賑わった岩倉街道沿いに形成
されたまちです。現在も町家や土蔵が
多く残っており、街道の歴史を身近に
感じることができます。

● 白壁・主税・橦木地区（東区）　約14.3ヘクタール
しらかべ　 　 ちから 　 　しゅもく

白壁・主税・橦木地区は江戸時代以来
の武家屋敷跡の地割りを良く残して
おり、門・塀と緑樹からなる屋敷景観
と戦前の優れた近代洋風建築が建ち
並ぶ美しい町並みを形成しています。

● 有松地区（緑区）　約19.5ヘクタール
ありまつ

有松地区は江戸時代以来「有
松絞」の製造・販売によって発
展した東海道沿いのまちで
す。塗籠造や虫籠窓、卯建など
の特徴を持った商家が現在も
街道沿いに軒を連ね、近世の
町並みを今に伝えています。

四間道地区は慶長15年（1610）に始
まった清須越しにともなってつくられ
た商人町で、堀川の水運を利用して隆
盛を誇った清須越し商人の栄華の跡
である土蔵群と町家が城下町の面影
を残しています。

アプリのダウンロード 粗品と交換しようスタンプを集めようユーザー名の登録 種類の選択
「歴まちくん」をタップ！画面に従ってユーザー名を

登録してください。
歴まち君のアイコン
がある地点に近づい
てタップ!

粗品の交換場所は下記の３か所です。
●旧豊田佐助邸(東区主税町3-8)
●岡家住宅(緑区有松809-1)
●願王寺(西区中小田井1-377)

スタンプを６個
集めよう!!

粗品交換ができるのは2024年3月16日(土)、
3月17日(日)10:30～15:00の2日間です。

スタンプを６個集めると、
粗品と交換ができます！
(なくなり次第終了)

❶ ❷ ❸ ❺❹
スタンプラリーの参加方法

Android iOS




